
　

(2)今後の方向性

高齢者・子育て世代の居場所作り、仲間作りの支援を充実すると共に、高齢
者と子ども達の交流等を図り、地域コミュニティの拡充に努める。

地域交流、高齢者支援、子育て支援に重点を置き、歌声サロン、とこしゃん体操等の
事業の充実と新たにおしゃべりサロンを開始、また多世代参加型のイベント（童謡を歌
おう・ファミリーコンサート等）を開催することで多くの市民参加を得た。

(1)平成27年度中に改善した点（改善内容・その結果について記載してください） (2)平成27年度成果指標の目標値が未達成の理由・分析

概ね満足と評価されたが、それぞれ好みや思考に違いがある中、９０％を越
えれば、目標値に達したという判断も出来る。

(1)平成２８年度に取り組んでいる状況

改善・
効率化

環境教育・環境学習の充実 無

無
天然資源（紙類等）の排出

規制を受ける環境法令等

緊急事態

⑨
環境
影響

有益な
環境影響

有害な環境影響
を及ぼす原因活動

現状
維持

理由 次年度については、現状の予算の範囲で対応していく。拡大 縮小

センター長　比留間　嘉浩

終了

次年度予算

評価日 H28.8.8 評価者職氏名

理由 従来開催してきた事業にとらわれず、新規の事業も引き続き開催する。
現状
維持

その
他

拡大 縮小

⑦
改
善
点

⑧
評
　
　
　
　
価

評
価

今
後
の

方
向
性

事業実施方法
(複数選択可）

継続

小学生を対象とした事業（あづまっ子クラブ等）の指導を地域高齢者グループにお願い
し、近所のおじいちゃん・おばあちゃんに教えてもらうことで、地域コミュニティの拡充を
図っている。

96

実 績 95 95

｢満足｣及び｢ある程度満足｣と回答を得
た件数÷アンケート回答件数×１００

目標達成状況 ％ 達成率 95 99

　 項目名 項目説明

成果指標 参加者の満足度割合

どれだけ目標に近づいているかを達成率として示しています

 
 
⑥
成
果

794

⑤
実
績

項目名 項目説明

活動実績

主催事業数 年間事業数

事業参加者に対する５段階
評価アンケートの実施

アンケート回答数

アンケート結果の分析
上記アンケートで｢満足及びある程度満
足｣と回答した数

391

件 753 372

件

事業費合計

正規職員人件費

人）

0.90人 7,849

（千円） 年度 （千円）

2,360

2,643 2,448

（千円） 平成 28

0.75

2,552

（ 0.00

27 年度平成≪会計種別≫ 一般会計

国・県支出金

10,492

一般財源

平成 26 年度

（

その他（　　　　　　　　　　） ）

37,410

8,077

人） （

0.65人 5,629

2,556

（非常勤特別職員）　　　　（臨時的任用職員）

主に吾妻地区住民　単位：人 平成

0.00

③
事
　
業
　
の
　
内
　
容

市民の学習要求に基づき各種講座を展開し、市民の知識･教養の向上を図ると共に生涯学習社会の構築を目指す。

予算現額

27 人

人

事業の具体的な内容及び実施方法

平成 26年度対象（誰を、何を対象としているのか）

対象数
年度

単位

第４次所沢市生涯学習推進計画

昭和２４年に社会教育法が制定され、この中で公民館においてはその設置目的達成のため、教育・学術・文化に関する各種事業を行うこととさ
れている。

総合計画の体系 章 教育・文化・スポーツ 公民館機能の充実

37,269

→

事業の種別

社会教育節

自治事務 法定受託事務

事業開始の背景

分野別計画・指針

終了年度 年度

吾妻まちづくりセンター

ｸﾞﾙｰﾌﾟ 公民館グループ

文化活動支援事業（社会教育課）、家庭教育推進事業（社会教育課）

■ □ □

年度

法定受託＋附加

事業コード
吾妻公民館主催事業

平成 28年度事務事業評価表（一般用）　　　　　

050803

①事務事業名
担
当
部
課

②
事
　
業
　
の
　
概
　
要

関連・類似事業

社会教育法、所沢市立公民館設置及び管理条
例、所沢市立公民館設置及び管理条例施行規
則、所沢市まちづくり条例及び施行規則

部課コード 050800 ℡ 2924-0118

根拠法令

目的（どのような効果を目指して実施しているのか、具体的に）

決　　　算　（見込み含む）

人）人） （ 0.75

平成28年度のみ、当初予算
の内訳となっています。

・職員の企画・立案、あるいは市民を交えた企画準備委員会等を設置し、事業内容を検討する。生涯学習情報紙等を利用して参加者を募集する。
・事業終了後は、学習の記録及び参加者の意見・感想を取りまとめ、次年度へ向けての検討材料とする。
・地域コミュニティ関連の事業を中心に講座、イベント等を開催する。

基本
方針

2,360

0 0

0

8,077

0

10,492

27 H28見込み 将来目標単位 Ｈ 26 Ｈ

30

H28目標値

31 30

Ｈ 26 Ｈ 27

400 400

384 400

96

単位

％

件

目標値 100

将来目標

100

「実績」
縮小図る

開始年度 昭和30

④
経
　
費

財
源
内
訳

※「財源内訳」について

↑どちらかを
チェックしてください

「実績」
拡大図る

30


